経済史B：2005年度前期試験(7月19日)

注意事項：まず、氏名・学籍番号をボールペン、万年筆などで書き込むこと。その他、

１．資料・ノートなどいっさい参照不可。

２．筆記用具以外はカバンにしまってください。

３．自分の持ち物でないものは、教壇にもってきてください。

４．口を閉じ、問題に集中して、答えを論述してください。

問題

次の問のうち２問を選び、解答すること。選んだ問の番号を解答行の最初に明記すること（論述は、それぞれの問いについて10行から15行程度、しかし、それより多くても可、解答用紙の裏面使用も可）。

問1． 次の図は、中世西ヨーロッパに典型的なゲルマン的な村落共同体の構造である。

　Ⅰは宅地、Ⅱは菜園地・庭畑地である。

　それでは、Ⅲはなにか？　Ⅲは、どのように利用されたか？　

また、ⅣとⅤはなにか？　ⅣとⅤは、どのように利用されたか？

マックス・ウェーバーの『一般経済史要論』から、村落共同体の概念図(略)

問2． 古典荘園制と地代荘園制はどのような点で違うか、述べなさい。

問3． マニュファクチャーはどのようにして労働の生産力を高めたか？　同職組合親方の経営に対する優位性はどのような諸要因による？　マニュファクチャー経営の重要な諸特徴を論じなさい。

問4． 近代資本主義の基本的メルクマールは何か？　前期的資本と対比しつつ論じなさい。
問5． ヨーロッパの中世都市は、どのような特徴を持っているか？　ケルン市の成立過程を参考にしながら、論述しなさい。

ケルン市の成立と発展に関する地図(略)

問6． ｢商業革命｣とはどのような歴史的諸事実を表現しようとするものか、次の統計も一つの素材にしながら、論述しなさい。

新大陸より流入した金・銀の量に関する統計表(略)

問７．デーミウルギーとは何か？

講義に関する疑問や自由な感想・意見欄(最後に自由に、3－5行程度、それより多くても可)。 
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